
 

 

 

日 時：平成 24 年 10 月 26 日（金）13:30～17:00 

場 所：一般社団法人電波産業会 第 1～3 会議室 

主 催：地域 WiMAX 推進協議会 

一般社団法人電波産業会 

 

 

１ 開 会（13:30～） 

２ 来賓挨拶（13:35～13:45） 

総務省 総合通信基盤局 電波部 基幹通信課  

課長 森 毅彦 様  

３ 挨 拶（13:45～13:50） 

地域 WiMAX 推進協議会 顧問  

東京大学名誉教授 早稲田大学名誉教授  

安田 靖彦  

４ 講 演（13:50～17:00） 

 (1)「事業者事例紹介」（13:50～14:30） 

大分ケーブルテレコム株式会社  

 営業局 営業部長 藤塚 浩史 様  

 (2)「事業者事例紹介」（14:30～15:10） 

東京ケーブルネットワーク株式会社  

事業企画室 室長 井坪 智司 様  

 (3)「自治体事例紹介」（15:10～15:50） 

宮城県色麻町 政策推進室  

 次長 山田 誠一 様  

 

（休憩 15:50～16:10） 

 

 (4)「普及促進部会活動報告」（16:10～16:35） 

 (5)「技術部会活動報告」（16:35～17:00） 

５ 閉 会（17:00） 

 

以 上 

「地域 WiMAX 推進協議会シンポジウム」 

第 6 回 プログラム 



 



軌跡と行方 

大分ケーブルテレコム株式会社 

２０１２．１０．２６ 



【http://www.craftmap.box-i.net/】 

大分市は全国40位 
(大分県内 1位)となる人口 
474,094[人]の都市。 
 
大分県の県庁所在地で 
別府湾に面している自治体。 
 
【名産など】 
しいたけ、関アジ 関サバ、 
カボス、温泉（別府）、鳥天 
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大分市データ    



会社設立   
免許取得 
開業 
有線テレビジョン放送 
電気通信事業 
ＩＰ電話 
ケーブルプラス・電話 
光ワイマックス 
 
 
ケーブルライン 
 
資 本 金 
社員数 
非正規社員数 
年間売上 
伝送路施設 
 
サービスエリア 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
接続世帯数     

平成元年06月13日   
 
                   事業許可 
平成04年04月01日  免許取得  平成03年06月04日（郵政大臣許可番号 第44009号） 
平成12年03月01日  登録年月  平成16年04月01日（総務大臣登録番号 九第1号） 
平成15年12月01日 
平成19年04月01日 
平成22年07月01日  免許取得  平成22年03月03日 （九州総合通信局長 九基第
283266号） 
                   大分市及び由布市の一部52基地局 
平成24年06月01日 
 
７億２千万円（大分市が出資する第三セクター） 
10５名（営業45名 カスタマー15名 技術17名 制作17名 総務11名） 
 33名（嘱託、派遣、パート） 
60億1千９百万(平成24年3月末) 
HFC（光同軸ハイブリッドシステム・770MHz）及び、FTTH設備 
 
大分市内のほぼ全域及び由布市の一部（許可エリア：２１７，０３６世帯 対象） 
ホームパス：182.994世帯、大分市内カバー率： 93%  
  放送およびインターネット接続対象エリア 
   臼杵市 
   国東市  
   九重町 
   竹田市 
   中津市 
   宇佐市 
   豊後大野市 
 
146,534世帯（内、集合住宅 6,400棟 83,500世帯 内、難視聴対策 ２０,２８６世帯) 

：１５,３６７世帯 
：１３,０６５世帯  
： ３,５７２世帯 
： ９,５２０世帯 
： ６,５００世帯 
：１２,３００世帯 
：１４,７８２世帯 
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会社紹介①    会社概要 2012年 6月 １日 現在 



放送サービス     【ハイビジョンプラン】 
 総チャンネル数 
 プレミアムプラン 
 ベーシックプラン 
 オプション 
 
【光スマートプラン及び、スマートプラ
ン】 
 BSデジタル 
 地上波再送信 
 自主制作番組 
 FMラジオ 

 
93ch （HD49ch ※光スマートプラン及び、スマートプランのチャンネルを含
む） 
54ch （HD21ch） 
37ch （HD16ch） 
13ch （HD 2ch） 
 
 
15ch (WOWOW3ｃｈとスターチャンネル3ｃｈとを含む） 
10ch （地元地デジ5ch 福岡民放5ch） 
  1ch （サブチャンネルあり） 
  4ch 

 
 
月額 3,885円 
月額 3,360円 
 
 
月額 2,079円 

通信サービス     

光(FTTH) 
 ハイパー100 
 ハイパー 30    

 スーパー  
 ブロードバンド  

 
月額 5,250円 
月額 4,410円 
月額 3,780円 
月額 2,835円 
月額 2,205円 

光同軸(HFC) 
 ハイパー160 
 ハイパー 30 
 スーパー  
 ブロードバンド 
 エコノミー 

 
100
Ｍ 

３０Ｍ 
10Ｍ 
2Ｍ 

 
160Ｍ   上り 5M 
３０Ｍ   上り 5M 
10Ｍ   上り 5M 

2Ｍ 上り 512K 
256Ｋ 上り 256K 

 
 上り下り 

 上り下り   

 上り下り  

 上り下り 

  
 下り 

 下り 

 下り 

 下り 

 下り 

 
月額 5,250円 
月額 4,410円 
月額 3,780円 
月額 2,835円 

ケーブルプラス電話 
ケーブルライン(FTTHのみ) 

インターネット     

固定電話     4 
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会社概要 2012年 6月 １日 現在 会社紹介②    
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サービス概要と契約状況 



提供価格（月額利用料）    
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価格構成＝ＷｉＭＡＸ基本料＋端末リース料    

端末 
リース料 

(継続利用期間) 

オンリーＷｉＭＡＸ 
（ＷｉＭＡＸのみ契約） 
基本料 2,940円 

プラスＷｉＭＡＸ 
（ネットとのセット利用） 

基本料 525円 

ワンモアＷｉＭＡＸ 
（2端末目以降） 
基本料 1,575円 

210円 
（1年） 3,150円 735円 1,785円 

420円 
（1年） 3,360円 945円 1,995円 

525円 
（1年） 3,465円 1,050円 2,100円 

840円 
（2年） 

（１～24ヶ月） 3,780円 
（25ヶ月目以降）2,940円 

（１～24ヶ月）  1,345円 
（25ヶ月目以降）    525円 

（１～24ヶ月） 2,415円 
（25ヶ月目以降）1,575円 

※ 継続利用期間内でのご解約は、一律8,400円の違約金を頂戴します。 
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採用端末とその変遷     

ＮＥＣ ＷＭ３２１０Ｒ 
当社商品名：ドングル① 

サービスイン時 

ＮＥＣ ＷＭ３２１０Ｒ 
「ドングル①」 

2011/11 時点 

ＯＫＩ ＢＲ３１０１ 
「ＵＳＢドングル 
 ＋Ｗｉ－Ｆｉ」 

ＮＥＣ ＷＭ３３１０Ｒ 
「ドングル②」 

ドングル① ドングル② ドングル③ 

35.4% 37.7% 26.9% 

ＮＥＣ ＷＭ３２１０Ｒ 
「ＵＳＢドングル」 

2012/10 現時点 

ＮＥＣ ＷＭ３５１０Ｒ 
「モバイルＷｉ－Ｆｉ 
  ルーター」 

ＷＭ３３１０Ｒ生産中止に伴い、ＷＭ３５１０Ｒへ 
ラインナップ変更。その際、商品名称を変更。 
 
→現段階でほとんどの方が、モバイルＷｉ－Ｆｉでの 
  新規契約となっています。 

後発のドングル②の契約数がドングル①を上回り、
ドングル①の新規契約数が鈍化しました。 

ＯＫＩ ＢＲ３１０１ 
「ドングル③」 
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プラン別加入件数 ２０１２.10.04現在 

一緒プランと合わせ
ると７割以上が 
ケーブルインター
ネットとの併用 

学割セットの300件と 
一緒プランを 
合わせると 

817件 27%以上が
セットプラン 

P-0７ 

ネットプラス 
1台目 1,895  

2,015  66.7% 
ワンモア 120  

オンリー 
1台目 393  

491  16.2% 
ワンモア 98  

iPadと一緒 
ネットプラス 

1台目 134  

200  6.6% 
ワンモア 27  

iPadと一緒 
オンリー 

1台目 39  
ワンモア 0  

ＰＣと一緒 
ネットプラス 

1台目 183  

317  10.5% 
ワンモア 6  

ＰＣと一緒 
オンリー 

1台目 122  
ワンモア 6  

合計 3,023  

１台目合計 2,766  
3,023  

91.5% 
ワンモア合計 257  8.5% 



契約獲得実績 ※学割プランを除く 
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  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

2010 - - 76 269 169 150 201 166 191 38 70 162 1492 

2011 185 65 93 92 54 59 168 131 173 41 68 126 1255 

2012 141 73 80 77 59 42 - - - - - - 472 

3219 

0

50

100

150

200
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300

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

2010

2011

2012

2010年7月   WiMAX開始 

10月~12月 キャンペーン 

3月~4月    キャンペーン 



基地局位置関係とエリア  

◇2010年7月サービスイン時→6局でスタート 
◇2012年6月までに52局整備完了  

◇基地局（オム二アンテナ） 
  イメージ 

赤：構築済み 
緑：構築中 
黒：調整中 
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WiMAXのSWOT分析 
  

P-10 

強み (Strengths)  

• 初期費用及び、工事なし、手軽 

• ケーブルインターネットと合わせると他社を圧倒
する安さになる 

• ケーブルのサービスエリア外でもお客様となり
える 

• 将来的に高速化（ＷｉＭＡＸ2） 

   （ただ、ＫＤＤＩはＷｉＭＡＸ2の導入を再検討している 

     という話も・・・ ＴＤ-ＬＴＥに舵を切る？） 

• UQとローミング可能 

• UQより安価な利用料 

弱み (Weaknesses) 

• エリア内でも接続できない場合がある 

• 屋内が弱い 

• ケーブルインターネットと競合関係になるほど
安定接続ができない 

• 白ロムドングルが絶望的 

• 他のケーブル局様での地域ＷｉＭＡＸ採用が増
えていないため、利用エリアが大分市外ではほ
とんど拡大していない 

 

機会 (Opportunities) 

• スマホやタブレットとの相性が良い。 
   （ただしスマートフォンがＬＴＥ・テザリングに対応してくると 

      逆に脅威になりえる） 

• Wi-Fi対応機器の増大（タブレット・ゲーム機） 

• 次世代顧客の獲得の可能性 

• 固定から移動へネットライフの変様 

 

脅威 (Threats) 

• UQ及び、UQのMVNO 

• Xi（クロッシィ） 

• 4G LTE（ＫＤＤＩ）やテザリング対応のスマホが
登場。→「３Ｇ回線よりも快適にネットができる」
というお勧めができない」 

• イーアクセス（Pocket Wi-Fi） 

• 各社のWi-Fiスポットの拡充 
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広告・宣伝 



◇バス広告 

◇各種雑誌、フリーペーパーへの広告掲載 
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雑誌・バスペイント    



新聞広告etc. 
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動画広告etc. 

シェークスピア.wmv 

レッドカーペット.wmv 

公園にて.wmv 
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販促企画 
契約獲得の取組 



コンセプトの変遷 

例
え
ば
ワ
ィ
マ
ッ
ク
ス
を
使

用
し
て
外
出
先
か
ら
冷
蔵

庫
の
中
身
を
確
認…

…
 

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
主
に
屋
内

で
の
使
用
に
対
し
て
、
Ｏ
Ｃ

Ｔ
ワ
ィ
マ
ッ
ク
ス
は…

…

い

つ
で
も
ど
こ
で
も
ネ
ッ
ト
に

つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る

…
…

 

屋
内
は 

ケ
ー
ブ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
Ｗ
ｉ
Ｆ

ｉ 屋
外
は 

Ｏ
Ｃ
Ｔ
ワ
ィ
マ
ッ
ク
ス
で 

や
っ
ぱ
り
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ 

ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
を

ボ
ー
ダ
レ
ス
に
ネ
ッ
ト
接
続
し
よ
う
！ 

固
定
回
線(

Ｏ
Ｃ
Ｔ
光)

で
も 

無
線
回
線(

Ｏ
Ｃ
Ｔ
光
ワ
ィ
マ
ッ
ク
ス)

で
も 

完
全
定
額
制 

通
信
制
限
を
気
に
し
な
く
て
い
い
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
す 

電
池
が
長
持
ち 

モ
バ
イ
ル
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
ル
ー
タ
ー
専
用
機 

P-16 



一緒プラン（ＰＣ・ｉＰａｄとのセット販売企画） 

ＰＣと一緒プランは370台完売 
iPadと一緒プランは200台完売 

• ＷｉＭＡＸがノートパソコンやiPadとセットになったお得プラン。 

• ネット利用者様には月々2,940円でご提供。2年間お支払頂くと、  ＷｉＭ
ＡＸのみの利用料に減額。 

• 2年間の継続利用が条件。途中解約の場合違約金と機器（パソコンなど）
の返却が必要。 

→利用シーンが想像しにくい商品であるため、当社から最適な利用シーンをご提案しました。 
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ＷｉＭＡＸ トライアル （2011/11運用開始）   

• 15日間どの端末でもお試し頂くことができます。 
   ※各端末10台程度を準備し、希望端末の在庫がない場合はお待ちいただく 

• 専用の申込用紙をご記入いただきますが、クレジットカードなどの提
出は不要となっております。 

   ※当社未加入の場合は身分証を求める場合があります。 

• お試し後はアンケート用紙とともに代引きで当社へ返送いただきます
アンケート結果で契約希望であれば本契約のご案内へ移行。 

 →トライアルの運用開始後、利用したい場所でつながらない、 使えないという 

 お問い合わせ（クレーム）が激減しました。 

→ご返却期限までに端末が戻らないことは時々ありますが、お客様と連絡が 

 取れなくなるなど、端末が行方不明になったケースはございません。 

→アンケートで、率直なご意見やご要望などを収集可能です。 

 （ただ、ご要望の多くはエリア拡大希望、通信速度アップ希望、料金ダウン希望に集約されます） 
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【トライアル】 申込用紙・アンケート用紙      

P-19 

 



トライアルのデータ   

  【トライアル総数と成約率】 2012年7月現在 

  【エリアと速度に関する５段階評価】   
【満足】        【どちらともいえない】        【不満足】  

  １   →   ２   →   ３   →   ４   →   ５ 

トライアル総数 うち成約 うち未成約 成約率 

149 72 77 48% 

  
１ 

（満足） 
２ 

（まあまあ満足） 
３ 

（どちらともいえない） 

４ 
（あまり満足できない） 

５ 
（不満足） 

接続できず不明 平均 

エリア満足度 11 15 24 15 22 - 3.2 

速度満足度 10 16 23 21 11 9 2.8 

※評価やアンケート自体が未記入の場合もあり 
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学割プラン 

+ = 
固定ネット10Ｍ 

3,780円 

ﾜｨﾏｯｸｽｾｯﾄ学割 
 一人暮らしの学生に限る 
 固定ネットのプラン変更なし 
 １年間の継続利用が条件 
 途中解約は利用料差額及び違約金  
 2,205円(内訳：5,145円-2,940円) 
 ×課金回数＋8,400円  

2,940円 525円+８４０円 

5,１４５円 

↓２,２０５円 

４２.85% OFF 

２０１２年春の 
販売実績は 
300件以上 
でした！！ 
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ワィマックスセット_大人割 

+ 
固定ネット10Ｍ 

3,780円 

= 
ﾜｨﾏｯｸｽｾｯﾄ大人割 
 学生以外に限る 
 固定ネットのプラン変更なし 
 2年間の継続利用が条件 
 途中解約は違約金は2年割と同じ 

３,４６５円 

525円+８４０円 

5,985円 

↓２,５２０円 

４２.１０% OFF 

+ 
８４０円 

今後もターゲット毎にセット販売を展開 
例えば・・・ 
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新しい料金設定 
新オプションサービス 
 
 OCT無線MAX 

無線ルーター ＋ 光WiMAX 

0円/月 0円/月 

※ 但し、OCTプレミアムサポート（1,050円/月）への加入が条件となります。 

※ OCTプレミアムサポートとは、インターネット接続（Wi－Fi接続等）に関して 

  当社技術スタッフが電話及び訪問対応を行うサービスです。詳細は別紙参照 

見せ方を変え、現在無料で対応したり、電話でサポートしている部分の内容を 

明確にして、お客様が「お金を払ってでもして欲しい」事を有料で行う。 



テザリングとの差別化 

テザリング弱点は 

電池の持ち 
と 

通信容量制限 

テザリングを意識した今後のネットサービス訴求ポイント 
ＯＣＴのインターネットは固定回線も無線回線も 

完全定額制 しかもプロバイダー料金込みの利用料 

安定した光回線でＷｉ-Ｆｉ(無線ＬＡＮ)にすれば 

スマホもタブレットもパソコンも電池の消費を気にせずに 
ワイヤレスでネットが楽しめる 
ワィマックスセットなら利用料金が60％以上割引 
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地域ＷｉＭＡＸ推進協議会シンポジウム

東日本大震災を教訓とした東日本大震災を教訓とした

色麻町総合防災情報システム色麻町総合防災情報システム

平成24年11月26日

宮城県色麻町
〒981-4122 宮城県加美郡色麻町四竃字北谷地４１

TEL 0229－65－2111 （内121,122）

E-mail e-mail:suisin@town shikama miyagi jp

宮城県色麻町

All Rights Reserved ,Copyright © Shikama.town 2012

E mail e mail:suisin@town.shikama.miyagi.jp

色麻町役場 総合振興課･政策推進室
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◆はじめに 宮城県色麻町

宮城県北西部に位置する農業が中心の町です。町の西側は奥羽山脈の山岳地帯であり、東側には広大な大崎平野があり、
その最上流部に位置しています。

平成15年4月1日に中新田町・小野田町・宮崎町と４町合併し、加美市となる予定でしたが、合併協議が合意に至らず、当町は

直前に合併不参加となり、中新田町・小野田町・宮崎町の３町のみが合併し、「加美町」となり、色麻町はそのまま単独町として
残りました。

◎ 当町の情報伝達手段は、

防災行政無線（移動系）システム

消防システムは、大崎広域消防の加美消防署の管内となっています。

防災行政無線（同報系）システムは 整備しておらず 昭和３０年代からの

色麻町

防災行政無線（同報系）システムは、整備しておらず、昭和３０年代からの
有線放送設備が更新され現在も運営を続けていますが、陸上自衛隊の王
城寺原演習場があり、有線放送設備の法制度や製造メーカの問題により、
維持運営が難しくなり、平成２２年度より本格的に更新計画を検討してまい維持運営が難しくなり、平成２２年度より本格的に更新計画を検討してまい
りました。

昨今の町を取り巻くＩＴ利用環境は、既存のシステムでは、新たな端末（スマートフォン・タブレット等）の躍進により、利用形態の変
革が求められ、システム設計、セキュリティ、運用管理等、検討課題が山積みのため、戦略的情報通信研究開発推進制度（ＳＣＯＰ
Ｅ） 事業を検討し、今後、利活用されるであろう端末利活用技術として、「モバイルにおける自治体型地域クラウドシステム」に係る
研究開発課題を２３年３月８日に国に提出いたしました
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研究開発課題を２３年３月８日に国に提出いたしました。

そして、平成２３年３月１１日 東日本大震災が起こりました。



◆色麻町のＩＰ計画とは 宮城県色麻町

色麻町は、平成23年度から全国一効率的で効果的な自治体を目標とし、「情報システム最適化計画」を
スタートしました。
町全体の最適化という観念から、様々な開発手法・運用手法等の中より、運用、保守、セキュリティ対

策 費用など総合的な見地に立った町に最適な手法を選択し 「色麻町情報システム最適化計画」の策定策、費用など総合的な見地に立った町に最適な手法を選択し、「色麻町情報システム最適化計画」の策定
を実施しました。
当町では、いくつかの保有する情報システムを「最適化」の観点より検討することとしました。

１ 有線放送設備の更新と町の方向性１．有線放送設備の更新と町の方向性
２．小中一貫校に向けた学校建設内の情報システム構築と既存移行計画と通学路等の環境計画
３. 色麻町行政ネットワーク（基幹業務・行政システム・イントラネット・ＨＰ等）の見直し
４. 色麻町地域情報通信基盤整備事業（光ＩＲＵ事業）の整備後の利活用対策情

上記内容を検討しましたが、町インフラ含む「最適化」という観点から導き出す最善策はありませんで
した。その中で、今後利活用されるであろう、端末利活用の研究としてＳＣＯＰＥによるユビキタス＆ユ
ニバーサルタウン型研究開発（ホームネットワーク技術）に係る研究開発課題を国に提出いたしました。サルタウン型研究開発（ホ ネットワ ク技術） 係る研究開発課題を国 提出 たしました。

研究開発課題名：モバイルにおける自治体型地域クラウドシステムの研究開発
研究開発の目的：色麻町全域のモバイルインフラの構築を前提にした、無線網バックホールとしての

IPアプリケーション技術の研究IPアプリケ ション技術の研究

本研究を効果的に機能させるため分野
１．防災情報を含める行政情報システム
２．小・中学校一貫教育に向けた教育情報システム
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２．小 中学校 貫教育に向けた教育情報システム
３．福祉・コミュニティを含めた地域情報通信システム
４．町外への情報を含めた観光・地域産業情報システム



◆戦略的情報通信研究開発推進制度（ＳＣＯＰＥ） 宮城県色麻町
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◆情報システム構築目標

その後 東日本大震災による被害が比較的少なかった当町では 通信インフラを再構築できる事業を予算等を含め検討

宮城県色麻町

その後、東日本大震災による被害が比較的少なかった当町では、通信インフラを再構築できる事業を予算等を含め検討
した結果、町内全域をモバイル通信システムとして新たなインフラ設備事業計画を国に提出しました。

この計画は、地域住民への情報伝達設備としてのアプリケーションの構築および、東日本大震災を踏まえての根幹的
防災対策として情報システムの構築目標を下記の通りとしました。

１．電源確保方策
センター・基地局設備・公共施設等へは、バッテリーによる無停電電源設備と発動発電機の他、太陽光等の自己発

電設備の検討を行ない、各家庭に設置する端末への充電機能も充実させる。

２．事業の内容
①行政情報の提供（射撃演習等／防衛情報の周知） ②防災情報・災害情報の提供
③防犯分野への活用（子ども、高齢者の見守りなど） ④福祉分野への活用
⑤テレメータ装置等への利活用 ⑥通話・連絡機能⑤テレメータ装置等への利活用 ⑥通話・連絡機能
⑦公共施設間の地域イントラネットワーク ⑧統合小中学校へのＩＴ利活用
⑨ＩＣＴ関連事業で整備したネットワーク設備との連携

３ 有線放送組合の検討３．有線放送組合の検討
①ＷｉＭＡＸ技術を活用した施設を整備するにあたり、電話機能や告知機能の他、防災分野や福祉分野、教育分野、

安心安全分野、防犯分野にも対応した事業者として運営の検討。
②行政放送の体制維持。

４．検討事業
①小中一貫校に向けた学校建設内の情報システム構築と既存移行計画と通学路等の環境計画
②自治体クラウドの計画・運用
③地域リテラシーの検討
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③地域リテラシーの検討



◆震災によるIRU実施自治体の状況 宮城県色麻町

色麻町

ほとんど災害はなし。（光回線回復・アナログ電話回線順次復旧）

震災時、最大7日間停電、その後断続的に停電、アナログ有線放送が活躍した。震災時、最大 日間停電、その後断続的に停電、アナ グ有線放送が活躍した。

川崎町

ほとんど被害なし。電話回線途絶（以降は復旧）

震災時 最大5日間停電震災時、最大5日間停電。

山元町

行政エリア６５％壊滅。IRU（1局）が、1年以上の復旧見込み無し。

美里町

局地的甚大な被害。電話回線途絶、順次復旧

震災時、最大6日間停電。河川流域の液状化地区甚大な被害。震災 、最 停電。 流域 液 被害。

大崎市

建物被害甚大、（光回線部分回復・アナログ電話回線完全復旧見込み無し）

震災時 最大6日間停電 中心部が液状化震災時、最大6日間停電、中心部が液状化。

石巻市

被害甚大。（光回線部分回復・アナログ電話回線完全復旧見込み無し）
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震災時、最大6日間停電。震災後も地盤沈下等により未だに復旧見込み無し。



◆IRU（有線通信設備）の課題 宮城県色麻町

被災 岸部 復 交換 単位 な

電話交換局が22局

被災地（沿岸部）の復旧は交換局単位となる。
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◆防災無線の課題 宮城県色麻町

被災地（沿岸部）には多数の中継局（例）が必要となる。

中継局

中継局

親局

中継局

中継局

中継局

中継局

中継局
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◆色麻町には海がない 宮城県色麻町

地震の１次警報

センサ 設備を利用し

山間部の課題と沿岸部の課題
センサー設備を利用し
た事前予測や警報シ
ステム等

地震後の２次対策

が違いことが明確になった。

災害後の情報提供や2次災
害防止の警報から長期間
の対策

沿岸部の課題

山間部の課題

災害対策は、風水害の他は地震に対する

対策から 津波や原発による対策が増え
津波の１次警報

津波後の２次対策

対策から、津波や原発による対策が増え、

多様な状況を補完できる自己対応策が必

要となっています。
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◆色麻町としての戦略 宮城県色麻町

①テレビ波のデジタル化、ブロードバンドサービスの光化、携帯電話の高速化など、

新たな時代に向けた対応が必要。

②新たな放送設備の構築。

③ 検 バ 機能を 住 ビ③地域WiMAX利活用の検討（モバイル機能を活用した住民サービス）

④産学官による新しい事業の検討。

⑤アプリケ ションの検討・開発⑤アプリケーションの検討・開発。

１．有線を継承し、防災放送を効果的に配信できるシステム。

２．安心安全を対策に利活用できるシステム。２．安心安全を対策に利活用できるシステム。

３．モバイルを活用したアプリケーションシステム。

◆ バイ 通信網を利活用し による総合防災計画◆モバイル通信網を利活用し、IPによる総合防災計画
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◆色麻町地域WIMAXシステム 宮城県色麻町報道資料

自治体初の地域ＷｉＭＡＸに免許 －宮城県色麻町所属基地局に免許を付与－ 平成24年7月26日

東北総合通信局（局長：武井 俊幸）は、宮城県色麻町（町長：伊藤 拓哉）から申請のあった２．５ＧＨｚ帯の周波数を使用する広帯域移動無線アクセス
システムの無線局（地域ＷｉＭＡＸ）に対し、本日付けで免許を付与しました。
自治体が地域ＷｉＭＡＸの免許人となるのは全国初となります自治体が地域ＷｉＭＡＸの免許人となるのは全国初となります。

宮城県色麻町は、総務省の「災害に強い情報連携システム構築事業」により町独自の「災害情報配信システム」の一部として、今回の免許を受け、居
住地域のほぼ全域に地域ＷｉＭＡＸを整備し、行政情報や災害情報など、地域住民のニーズに対応した各種の情報提供を来年１月中を目途に行うこと
としております。
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◆色麻町情報配信システム 宮城県色麻町
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◆色麻町情報配信システム 宮城県色麻町
ドコモドコモ ソフトバンクソフトバンクＡＵＡＵドコモドコモ ソフトバンクソフトバンクＡＵＡＵ

イーモバイルイーモバイル

通信事業者に影響されないネットワーク網の構築 各事業者のWifiも有料で限定される。

スマートフォン限定 Wi-Fi機能であればインターネット通話が可能

町営網であれば無料。町営網であれば無料。

製品にこだわらない ソフトによ製品にこだわらない ソフトによ製品にこだわらない、ソフトによ製品にこだわらない、ソフトによ
るアプリケーションであれば自るアプリケーションであれば自
由に利活用できる。由に利活用できる。
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タブレットタブレット



宮城県色麻町◆自営設備

町外からのインターネット回線の途絶
携帯電話回線の途絶

色麻町

・自営のネットワーク設備
（町IP付与システム）
（防災ホームページ）
（町のアプリケーション）

各家庭に告知スピーカを設置

（町のアプリケ ション）

WIFIネットワーク 告知スピーカ告知スピーカネッ ク
行政でも利用できる。
町外者でも町民でも利用できる。
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宮城県色麻町◆災害情報配信システム

Ｊ－ＡLEＲＴ
防災情報
災害情報

ほかのサービスへ
緊急放送

災害情報

一括配信

センター
センター

Dエリアメール

Aエリアメール

緊急メール配信

センタ
センター

3事業者への同時配信と緊急メール

Aエリアメ ル
Ｓエリアメール

ドコモドコモ

エリアメール送信
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AUAU ソフトバンクソフトバンク

登録者への
緊急メール送信



宮城県色麻町◆色麻町端末利活用アプリケーション

バモバイルや、スマートフォンにも対応 デバイスに最適なページを⽣成
ＰＣ / 携帯電話 / スマートフォン / IP端末 / タブレット端末という画⾯サイズが全く異なる
様々な端末からのアクセスを想定し、「防災情報公開サブシステム」で、アクセスしている端
末の機種情報を取得・⾃動判別し、各端末に最適な画⾯サイズで表⽰させる⾃動変換プログラ
ムにより、登録時に複数端末に対応したページを⽣成し、緊急時における迅速な情報公開がサ
ポートされます。

データベース

⾃動⾃動変換プログラム変換プログラム

防災情報取得

機
種種
情
報
取
得

最適な画⾯サイズに⾃動変換
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◆最後に 宮城県色麻町

色麻町は他の事例を参考に独自のシステムを検討します。

インフラ設備は今年度中。インフラ設備は今年度中。
２年間で端末アプリケーションを構築します。
その上で広範囲なアプリケーションの開発を進めていきます。

東日本大震災という想定を超えた大震災以降、竜巻やゲリラ豪雨など新たな災害対策も検
討しなければなりません。
その地域で暮らす住民の安全安心システムを今後とも検討していきます。

ご静聴ありがとうございましたご静聴ありがとうございました。

True FreedomTrue Freedom
New Experience

with TOWN SIKAMA
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平成 24 年 10 月 26 日  

地域 WiMAX 推進協議会 普及促進部会  

 

地域 WiMAX 推進協議会総会 普及促進部会 活動報告 

 

１．普及促進部会報告 

１－１事業促進分科会 

（１）シンポジウムの開催（資料 1） 

今年度のシンポジウムは、総会の開催と合わせ下記のとおり開催いたします。 

日時 平成 24 年 10 月 26 日（金） 13:30～17:00 

場所 電波産業会 会議室 

（２）相談窓口の運用 

平成 23 年 9 月に開設した相談窓口を継続して運用し、参入検討事業者の相談を 

受け付けています。平成 23 年 9 月からの相談は 1 件です。（その他、HP 上によ 

る通常の問い合わせは１０件ありました。） 

問い合わせ内容・・・1 基地局あたりの建設費、全体のランニング費用 

 

１－２利用促進分科会 

（１）アプリケーションの発掘 

地域 WiMAX の普及促進、事業参入の鍵となるアプリケーションの発掘を目指

し、活動計画では、会員アンケートを実施する予定でしたが、現在のところ実

施に及んでいません。アンケートの実施とは別に、事業者、ベンダー等へのヒ

アリングによるアプリケーションの発掘に関する活動、検討を行いました。 

①事業者間ローミングに関する検討（ローミングを普及促進の鍵となるアプリと 

考えています。） 

・ローミングサービス開始に伴う法的手続き－変更申請書の雛形（資料 2） 

・事業者間契約に関する契約書案の作成（資料 3） 

②Ｗｉ－Ｆｉサービスとの連動検討 

・ＷｉＭＡＸと共通ＩＤ、ＰＷでの接続実験 

・ＷｉＭＡＸをバックボーンとしたＷｉ－Ｆｉインフラの整備実験 

    ③防災への利用（資料 4） 

    ④ＷｉＭＡＸモバイルＩＰ電話の実現検討（資料 5） 

    ⑤モバイル向け自主制作放送の配信検討（資料 6） 

以上につきましてはシンポジウムで発表し、ホームページで公開する予定です。 

 

 



 

（２）普及促進活動 

① ホームページの公開（更新・維持） 

地域 WiMAX 推進協議会のホームページを引き続き維持更新しています。 

② ＡＰＰＬＩＣ様での事例紹介 

• 平成 23 年度ＩＣＴ利活用・環境整備委員会 成果物一覧内「ＩＣＴ利活用事

例集」に掲載していただきました。（資料 7） 

掲載内容：「地域ＷｉＭＡＸを活用したＩＰ告知放送及びＩＰカメラ」 

• 平成 23 年 10 月 27～28 日に開催されました「全国地域情報化推進セミナー

2011 in 岐阜」において、地域 WiMAX 推進協議会の紹介チラシを配布いた

だきました。 

③ セミナーへの講師派遣 

• 中国総合通信局依頼 電波セミナー 平成 24 年 1 月 31 日開催（広島市） 

講師 株式会社ハートネットワーク 代表取締役 大橋弘明 

演題 「地域ＷｉＭＡＸを活用したヘルスケアサービス」 

• 関東総合通信局依頼 無線ブロードバンドセミナー 平成 24 年 3 月 26 日 

パネリスト 中村光則（当協議会の幹事として） 

内   容 地域 WiMAX の防災・公共向け利活用状況について 

 

１－３その他の活動（技術部会連携） 

（１）IEEE802.16m（≒WiMAX2）の制度化に向けた活動補助 

（２）リピータ制度化に向けた活動補助 

（３）帯域幅拡大の活動補助 

 

２．シンポジウムの開催について 

  資料 1「第 6 回プログラム」参照  

以 上 



 

 

 

 

 

 

普及促進部会活動報告別紙一式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 

 

日 時：平成 24 年 10 月 26 日（金）13:30～17:00 

場 所：一般社団法人電波産業会 第 1～3 会議室 

主 催：地域 WiMAX 推進協議会 

一般社団法人電波産業会 

 

 

１ 開 会（13:30～） 

２ 来賓挨拶（13:35～13:45） 

総務省 総合通信基盤局 電波部 基幹通信課  

課長 森 毅彦 様  

３ 挨 拶（13:45～13:50） 

地域 WiMAX 推進協議会 顧問  

東京大学名誉教授 早稲田大学名誉教授  

安田 靖彦  

４ 講 演（13:50～17:00） 

 (1)「事業者事例紹介」（13:50～14:30） 

大分ケーブルテレコム株式会社  

 営業局 営業部長 藤塚 浩史 様  

 (2)「事業者事例紹介」（14:30～15:10） 

東京ケーブルネットワーク株式会社  

事業企画室 室長 井坪 智司 様  

 (3)「自治体事例紹介」（15:10～15:50） 

宮城県色麻町 政策推進室  

 次長 山田 誠一 様  

 

（休憩 15:50～16:10） 

 

 (4)「普及促進部会活動報告」（16:10～16:35） 

 (5)「技術部会活動報告」（16:35～17:00） 

５ 閉 会（17:00） 

 

以 上 

「地域 WiMAX 推進協議会シンポジウム」 

第 6 回 プログラム 



 

 

事業者間ローミングに関する手続きについて 

 

１．【通信の相手方の変更】 

基地局事項書のうち、「通信の相手方」の変更が必要になります。 

具体的には次の通りです。 

○ 現状 

   基地局 ・・・ 免許人所属の陸上移動局（高利得 FWA を除く。） 

   端 末 ・・・ 免許人所属の基地局 

○ ローミングサービス 

基地局 ・・・ 免許人所属の陸上移動局 

 免許人と業務委託契約を締結した他の免許人所属の 

陸上移動局 

端 末 ・・・ 免許人所属の基地局 

   免許人と業務委託契約を締結した他の免許人所属 

の基地局 

★ “高利得 FWA を除く。”の括弧書きが消えます。 

   採用するシステムは、申請人が免許申請で明らかにすることになっていま

す（審査基準：ア 一般的事項 → (キ) 回線構成 → B の項。）ので 

備考欄に構築しようとするシステムの種別：一般利得システム と記述し

ます。 

 

２．【変更に向けた実作業】 

 ① 通信の相手方事業者とローミング契約の締結 

 ③ 変更申請書類の作成 

 ④ 総通局へ申請相談、申請 

 

 

以上 
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＜基地局変更申請書＞＜基地局変更申請書＞＜基地局変更申請書＞＜基地局変更申請書＞

＜端末変更申請書＞＜端末変更申請書＞＜端末変更申請書＞＜端末変更申請書＞

＜新旧対象表＞＜新旧対象表＞＜新旧対象表＞＜新旧対象表＞

(別紙)資料2-2



 

地域 WiMAX 相互ローミング規約 兼 同意書（例） 

 

 

○○○社が提供する共用 CSN サービスについて、それを利用する地域 WiMAX 事業者同士のサービスエ

リアのローミング（以下「相互ローミング」）への参加は、相互ローミング規約（以下「本規約」）によ

って取り扱います。 

 

（目的） 

第１条 

地域 WiMAX サービスの利便性向上と、市場の発展のために、単独の事業者のサービスエリアを超えた

相互ローミングの早期実現と、ローミングエリアの適切な運用を目指すものである。 

 

（参加者） 

第２条 

相互ローミング参加者は、○○○社の提供する共用 CSN サービスの加入者であり、本規約を承諾のうえ、

所定の手続きに従い、相互ローミングへの参加を申込み、○○○社がその参加を承諾した者をいう。 

1 相互ローミング参加者は、当該参加者名等の情報を開示することを承認する。 

2 相互ローミング参加者は、他の参加者との間で○○○社が設定するローミング・ルールに従い、

visited realm 端末を home WiMAX ネットワークからインターネット接続させる義務を持つ。 

 

（本規約の適用） 

第３条 

本規約は、共用ＣＳＮ加入社が、付帯サービスの一つである相互ローミングを希望する場合に適用する。 

 

（参加費用） 

第４条 

本規約に基づく相互ローミングへの参加による共用ＣＳＮに関する費用は生じない。 

 

（運用条件） 

第５条 

相互ローミング参加者は、visited realm 端末に対するサービスを次の各号に定める運用条件のもとで行

うものとする。 

1 home WiMAX 事業者は visited realm 端末に対し、サービスの保証義務は負わないものとする。た

だし、お互いの通常業務に影響を与えない範囲で、最善を尽くした運用を行う。 

2 WiMAX のサービス内容、サービスレベルは、visited realm 端末に対し、home WiMAX 事業者のも

のが適用される。 

3 home WiMAX 事業者の WiMAX ネットワークの障害で生じた visited realm ユーザの不利益につい
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て、home WiMAX 事業者はその責任の一切を負わない。 

4 home WiMAX 事業者は、visited realm 端末を受け入れる前提として、MAC アドレス認証を行わな

い。 

5 サービスエリア全体のプレゼンスを高めてゆくため、地域 WiMAX 事業者は、お互いのサービスエ

リアについて、基地局の増設などでカバレッジが拡大した際は、○○○社を通じて、相互ローミン

グ参加者に対し、その情報を伝達する。情報の収集と伝達の仕組みは、別途取り決める。 

 

（契約の解除） 

第６条 

相互ローミング参加者が本契約を解除しようとする場合は、契約を解除しようとする日の３ヶ月前まで

に、書面により○○○社に届け出を行うものとする。 

相互ローミング参加者が共用ＣＳＮの契約を解除した場合には、本契約は自動的に解除される。 

 

（その他） 

第７条 

本規約に定めない事項については、○○○社および相互ローミング参加者は誠意を持って協議し解決す

る。 

 

／以上 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊同意書 兼 参加申込書＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

本規約に同意し、相互ローミングに参加いたします。 

 

平成  年  月  日 

住 所           

会社名          

 

サービス責任者名   印 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 



防災行政無線と連動したWiMAXＩＰ告知放送システム 

Ｊアラートや自治体緊急情報をWiMAX通信を利用して瞬時に警報！ 

企業工場をはじめ広報施設や住宅等へ＜告知受信機＞を設置することで迅速に避難・警戒行動へ対処できます。 

WiMAX 

住宅 

IP告知受信機 

防災スピーカー 

屋外拡声設備 

ア 
ン 
プ 

蓄 
電 
池 

ＩＰ 
告知 
受信 
端末 

河川監視用カメラ 

IP告知送信機 

市役所 

カメラ操作用PC 

防災行政無線卓 

ミ
キ
サ
ー 

モニター 

スピーカー 

ネットワークレコーダー 

Ｊアラート端末 

市内企業工場 

スピーカー 

IP告知受信機 

非常放送設備 

ＩＰインターカム 

IPインターカム 

資料４ 



 地域WiMAXを利用した『IP移動電話』 

• モバイルIP電話システム 
– 『地域WiMAX網』上で『050 IP電話システム』を運用 

• Wi-Fi内蔵の携帯・スマートフォンで無料電話（網内） 
– キャリアを問わずに利用可能（ドコモ、ソフトバンク、au・・・） 

SIPサーバ 

【Wi-Fi内蔵電話】 
携帯電話、IPフォン 
スマートフォン 

・地域WiMAX網内 
 ⇒無料 
・網内から一般公衆網 
 ⇒有料 
網外 
 ⇒携帯キャリア網（有料） 

地域WiMAX基地局 

地域WiMAX 
センター設備 

屋内 
WiMAX端末 

屋外 
WiMAX端末 

IP 

IP 

IP 

Ｗｉ-Ｆｉ 

一般公衆網 
（050） 

Wi-Fi 
アクセスポイント 

屋内・屋外・移動中 

Ｗｉ-Ｆｉ 

Ｗｉ-Ｆｉ 
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地域WiMAXでのIP放送 
• 映像配信（IP放送） 

– 201２年度の放送法改正に合わせて制度化要望中 

– 活用イメージ 
• ステップ1 

– 災害情報等の公共利用 

– 自主放送（1チャンネル）のIP放送 

• ステップ2（将来、WiMAX2に合わせて） 
– 複数チャンネルのIP放送、ビデオ・オン・デマンド 

基地局 

マルチキャスト配信 

（H.264） 

WiMAXセキュリティ 

（契約端末） 

PC 

携帯情報端末 

IP-STB 

キオスク端末 

マルチスクリーン 

(別紙)資料6



（防災・災害時のＩＣＴ ） 

 

地域ＷｉＭＡＸを活用したＩＰ告知放送及びＩＰカメラ 

（愛媛県新居浜市） 

 

〔概 要〕 

愛媛県新居浜市は、平成 16年の台風等の大雨災害により、死者がでるなど大きな被害を

受けた。このような被害を今後最小限に抑えようと、新居浜市では平成 23年度に防災行

政無線システムを導入、合わせて防災行政無線の補完として地域ＷｉＭＡＸを活用した

ＩＰ告知放送及び河川監視用ＩＰカメラを整備した。 

  

〔コラム〕 

ＩＰ告知放送システム  

平成 23年度に導入された新居浜市の防災行政無線は、山間部の住宅を中心に整備されて

おり、市内約 30箇所に防災スピーカーを設置しているものの、市内全域を音達範囲とす

るまでには至っていません。これをカバーするために、平成 23年度、河川沿いの危険箇

所 5 箇所にＪアラートと連動したＩＰ告知放送を整備しました。このＩＰ告知放送は、

Ｊアラート端末とＩＰ告知放送送信機に接点を設け、緊急情報受信時にＩＰ告知送信機

が自動起動しＩＰ告知端末に配信する仕組みです。 

このシステムの最大の特徴は、通信インフラ回線に地域ＷｉＭＡＸを利用していること

です。地域ＷｉＭＡＸは、２．５Ｇ帯を使用する広帯域無線通信システムで、平成 21年

に制度化され、市町村単位で免許が与えられることとなっており、当該地域では愛媛県

新居浜市、西条市が出資する第 3 セクター「株式会社ハートネットワーク」が整備・運

用しています。 

通信回線に地域ＷｉＭＡＸを使用するメリットとして次の点があげられる。 

①広帯域無線通信のため一度に多くの情報が送ることができる。 

②モバイル機能により端末設置場所の制限があまりない。緊急時には端末を移動するこ

とも可能となる。 

③片方向の放送だけでなく、双方向性を利用したＩＰ電話などの通話も可能である。 

④インフラ構築費用の軽減及びランニングコストの低減化。 

新居浜市では、平成 23 年度に引き続き、平成 24 年度にはこの地域ＷｉＭＡＸを利用し

たＩＰ告知放送を市内 180箇所に追加設置を予定している。 

河川水位監視ＩＰカメラ 

新居浜市では、台風時など河川の増水の際には、職員が現場に赴き、定期的に河川の水

位を確認し水防本部等に報告を行っていた。この作業は、職員に危険が予想されると共

に、リアルタイムの状況把握ができず、迅速な判断、対応が困難となる。このような問

題を解決するために、上記ＩＰ告知放送端末の設置に合わせ、危険箇所と指定される河

川沿いにＩＰカメラを整備した。ＩＰカメラでは、24時間河川の水位を監視すると共に、

サーバに約 1 ヶ月間の映像を保存することとしている。このＩＰカメラシステムの通信

インフラ回線も上記の理由により、地域ＷｉＭＡＸを利用している。平成 24 年度には、

資料７
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海岸部や急傾斜地など約 25箇所にＩＰカメラを設置する予定です。 

 

〔制作費〕 

ＷｉＭＡＸ基地局建設費 10,000千円／基 

ＩＰ告知放送システム（Ｊアラート連動、端末 5箇所） 1,000千円 

河川監視ＩＰカメラシステム（映像保存サーバ、カメラ（赤外線機能付 5台）5,000千円     

 

 

（問い合わせ先） 

愛媛県新居浜市坂井町 2丁目 3番 17号 

株式会社ハートネットワーク 

事業局 伊藤直人 

e-mail n-ito@hearts.ne.jp 

電話 ０８９７－３２－７７７７ 

FAX ０８９７－３２－６７８９  



地域地域WiMAXWiMAX推進協議会推進協議会
地域地域WiMAXWiMAX推進協議会推進協議会

技術部会技術部会

技術部会活動報告

2012年10月26日

地域WiMAX推進協議会

技術部会長

金辺 重彦

『WiMAX』は、WiMAXフォーラムの登録商標です。また各社のロゴ・名称等は、各社の商標または登録商標です
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地域地域WiMAXWiMAX推進協議会推進協議会 技術部会技術部会

• 技術部会の活動状況と今後
–これまで

• 普及促進ビジョン（ロードマップ）
• 地域免許の現状

– 利活用（サービス）の拡大
– 緩やかな地域連携の拡大

• 各分科会の活動

–今後
• 地域WiMAXの高度化（地域免許制度の改正）
• 次世代無線の検討etc

ContentsContents
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地域地域WiMAXWiMAX推進協議会推進協議会 技術部会技術部会

これまでの活動これまでの活動
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地域地域WiMAXWiMAX推進協議会推進協議会 技術部会技術部会

•• 各事業者の“独立性”と緩やかな“地域連携”の両立各事業者の“独立性”と緩やかな“地域連携”の両立

– 『オープンな環境の整備』
– 『地域連携の取組み』

普及促進のビジョン（ロードマップ）普及促進のビジョン（ロードマップ）

http://www.chiikihttp://www.chiikihttp://www.chiikihttp://www.chiiki----wimax.jp/about/regional.htmlwimax.jp/about/regional.htmlwimax.jp/about/regional.htmlwimax.jp/about/regional.html
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ニューメディア

北海道函館市

上越ｹｰﾌﾞﾙﾋﾞｼﾞｮﾝ

新潟県上越市

上田ｹｰﾌﾞﾙﾋﾞｼﾞｮﾝ

長野県上田市

東京ｹｰﾌﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸ

東京都文京区・

荒川区・千代田区

南東京ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ

東京都品川区

日本ﾈｯﾄﾜｰｸｻｰﾋﾞｽ

山梨県甲府市

福井ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ

福井県福井市・

坂井市・あわら市

ｼｰ・ﾃｨｰ・ﾜｲ

三重県四日市市

・いなべ市・

桑名市・菰野町

・木曽岬町

中海ﾃﾚﾋﾞ放送

鳥取県米子市

山陰ｹｰﾌﾞﾙﾋﾞｼﾞｮﾝ

島根県松江市

山口ｹｰﾌﾞﾙﾋﾞｼﾞｮﾝ

山口県山口市・

宇部市・防府市

矢掛放送

岡山県矢掛町

嶺南ｹｰﾌﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸ

福井県敦賀市

玉島ﾃﾚﾋﾞ放送

岡山県倉敷市

ﾊｰﾄﾈｯﾄﾜｰｸ

愛媛県新居浜市・西条市

愛媛CATV

愛媛県松山市

ケーブルワン

佐賀県武雄市

となみ衛星通信ﾃﾚﾋﾞ

富山県砺波市

入間ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ

埼玉県入間市

東京都瑞穂町

CTBﾒﾃﾞｨｱ

大分県別府市・日出町

伊万里ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ

佐賀県伊万里市

本庄ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ

埼玉県本庄市

佐賀ｼﾃｨﾋﾞｼﾞｮﾝ

佐賀県佐賀市

東松山ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ

埼玉県東松山市

・滑川町

金沢ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞﾈｯﾄ

石川県金沢市

ﾗｯｷｰﾀｳﾝﾃﾚﾋﾞ

三重県桑名市・東員町

ニューメディア

山形県米沢市

ひまわりﾈｯﾄﾜｰｸ

愛知県豊田市・

みよし市・長久手町

上野原ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ

山梨県上野原市

ひのき

徳島県上板町・北島町・松茂町

CAC

愛知県半田市・阿久比町

ｱｲﾃｨｰﾋﾞｰ

三重県伊勢市・

鳥羽市・志摩市

徳島中央ﾃﾚﾋﾞ

徳島県吉野川市・小松島市

ｷｬｯﾁﾈｯﾄﾜｰｸ

愛知県刈谷市・安城市

笛吹きらめきﾃﾚﾋﾞ

山梨県笛吹市

河口湖有線ﾃﾚﾋﾞ放送

山梨県富士河口湖町

唐津ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ

佐賀県唐津市

光ケーブルネット

群馬県太田市・桐生市

ｵｰﾌﾟﾝﾜｲﾔﾚｽ

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

神奈川県藤沢市

ニューメディア

新潟県新潟市

ウェブエスパス

愛知県名古屋市

大分ケーブルテレコム

大分県大分市、由布市

ケーブルテレビ佐伯

大分県佐伯市

ケーブルネット鈴鹿

三重県鈴鹿市

ベイコミュニケーションズ

兵庫県尼崎市

ケーブルテレビ可児

岐阜県可児市・御嵩町

今治ｼｰｴｰﾃｨｰﾌﾞｲ

愛媛県今治市

ｹｰﾌﾞﾙﾒﾃﾞｨｱﾜｲﾜｲ

宮崎県延岡市、日向市

帯広ｼﾃｨｹｰﾌﾞﾙ

北海道帯広市

ケーブルテレビ宮崎

宮崎県宮崎市

地域地域WiMAXWiMAX免許の現状免許の現状（（2012/102012/10））

出典：総務省基幹通信課

•• 全国全国5252地域地域
– 今年度、新たにに2自治体が参加（防災WiMAX）

•• 宮城県色麻町、岩手県大船渡市宮城県色麻町、岩手県大船渡市
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地域地域WiMAXWiMAX推進協議会推進協議会 技術部会技術部会

•• 一般向けネットサービスに加え、一般向けネットサービスに加え、防災・公共向け防災・公共向けもも拡大中拡大中

– 高付加価値（高セキュリティ、高い回線の安定性）

各地域事業者による各地域事業者によるWiMAXWiMAX利活用の拡大利活用の拡大

エリアエリアAA

エリアエリアBB エリアエリアCC

IPIP告知・インカム等告知・インカム等

の監の監視システム視システム

WiMAXWiMAX基地局基地局

WiMAX

屋外端末

WiMAXWiMAX基地局基地局

WiMAXWiMAX基地局基地局

WiMAX

屋外端末

防災スピーカ（同報）防災スピーカ（同報）

IPIPインカム（ホットライン電話）インカム（ホットライン電話）

監視カメラ（防災・防犯）監視カメラ（防災・防犯）

WiMAXセンタ設備

（ASN-GW）

有線・無線ネットワーク有線・無線ネットワーク

インターネットインターネット

地域地域WiMAXWiMAX事業者・自治体事業者・自治体
共用共用CSNCSN事業者事業者

エリアエリアCC

WiMAX-Wi-Fi端末

Ｗｉ-Ｆｉ

公衆公衆WiWi--FiFiスポットスポットなどなど

Uメット

Wi-Fi

災害現場など

スマホ・携帯

タブレットPC

ゲーム機など

WiMAX

WiMAX

WiMAX



7

地域地域WiMAXWiMAX推進協議会推進協議会 技術部会技術部会

•• 地域事業者同士をつなぐクラウドサービスが地域事業者同士をつなぐクラウドサービスが昨年夏より昨年夏よりスタートスタート

– ユーザ認証の仕組みを共用することで、WiMAXとWi-Fi（無線LAN）の両方の
ローミングサービスが実現

地域事業者の緩やかな連携の拡大地域事業者の緩やかな連携の拡大

ケーブル事業者・自治体などケーブル事業者・自治体など

WiMAXサービスWiMAXWiMAXサービスサービス

Wi-FiサービスWiWi--FiFiサービスサービス

Wi-FiサービスWiWi--FiFiサービスサービス

全国全国WiWi--FiFi事業者事業者

インターネット網インターネット網

地域地域WiMAXWiMAX事業者・自治体事業者・自治体

WiMAX認証サービス「AUTH.16」

Wi-Fi認証サービス「AUTH.11」

WiMAX認証サービス「AUTH.16」

Wi-Fi認証サービス「AUTH.11」

RoamingサービスRoamingRoamingサービスサービス RoamingサービスRoamingRoamingサービスサービス

クラウド認証事業者クラウド認証事業者

全国全国WiMAXWiMAX事業者事業者（今後）（今後）

など
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地域地域WiMAXWiMAX推進協議会推進協議会 技術部会技術部会

•• IOTIOT推進分科会推進分科会

– 『地域向けWiMAX端末』の充実
• 端末IOTの開始；2010年7月～

• 最新のトピック
–– シンセイコーポレーションの新しい端末（シンセイコーポレーションの新しい端末（22種）種）

»» URoadURoad－－HomeHome（宅内据置型）（宅内据置型）

»» URoadURoad--SS10SS10（モバイル型）（モバイル型）

– 今、UQで人気の端末と同じタイプ
– 端末の利得が3dB高く、屋内外でより使いやすい

各分科会の活動各分科会の活動

IOT完了済みの地域端末（2012年10月現在）IOTIOT完了済みの地域端末（完了済みの地域端末（20122012年年1010月現在）月現在）

シンセイシンセイシンセイ InfoMARKInfoMARKInfoMARK アルチザアルチザアルチザOKIOKIOKI JRCJRCJRC ・・・・・・

※）出典：シンセイ社のHPから
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地域地域WiMAXWiMAX推進協議会推進協議会 技術部会技術部会

•• コアネットワーク検討分科会コアネットワーク検討分科会

– 「端末のオープン化（共通化）」に向けた活動
•• 『『地域地域××UQUQ両用端末両用端末』』・・・・・・22重登録（重登録（22重契約）が可能重契約）が可能

– UQ認証済みのWiMAX端末に“地域”要素を付加

– 端末のWebポータルで、ソフトスイッチによる切替え（地域
⇔UQ）

•• 端末ベンダの状況端末ベンダの状況

–– シンセイコーポレーションシンセイコーポレーション・・・今後の実現活動ついて説明済み

» URoad－Home（宅内据置型）
» URoad-SS10（モバイル型）

各分科会の活動各分科会の活動

地域WiMAX

事業者

地域WiMAX

事業者

地域

ユーザ

ソフトスイッチで

地域⇔UQ

を切替えて利用

地域

ユーザ

ソフトスイッチで

地域⇔UQ

を切替えて利用

UQ等UQ等

エリア外

（出張、旅行等）

1day契約

（ネット）

1day契約

（ネット）

対面契約

（初回のみ）

対面契約

（初回のみ）

地域エリア内

同端末をベースに今後、同端末をベースに今後、

具体的な調整を予定具体的な調整を予定
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地域地域WiMAXWiMAX推進協議会推進協議会 技術部会技術部会

今後・・・今後・・・
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地域地域WiMAXWiMAX推進協議会推進協議会 技術部会技術部会

•• 今年今年度の免許制度改正度の免許制度改正

– UQと共に『WiMAX高度化（＝WiMAX2化）』を完了
• 周波数帯幅の拡張（20MHz）、MIMOの拡張に加え、『レピータ』も導入
• 無線設備規則などは2012年11月にも施行（改正）

• 地域免許の『審査基準改正』は、今年度末までかかる見通し

地域地域WiMAXWiMAXの高度化の高度化

※）出典；総務省 情報通信審議会 携帯電話等高度化委員会

（2）小電力レピータ（包括免許）

（1）中継レピータ（基地局免許）

UQ

WiMAX

20MHz

UQ

WiMAX

20MHz

地域

バンド

20MHz

地域

バンド

20MHz

ガードバンド

2MHz（同期）

ガードバンドガードバンド

2MHz2MHz（同期）（同期）

AXGP

（TD-LTE）

20MHz

AXGP

（TD-LTE）

20MHz

ガードバンド

5MHz（非同期）

ガードバンドガードバンド

5MHz5MHz（非同期）（非同期）

周波数帯幅の拡張

•あくまで技術検討の範囲
•地域バンドは10MHz幅の制
約がある

周波数帯幅の拡張周波数帯幅の拡張

••あくまで技術検討の範囲あくまで技術検討の範囲

••地域地域バンドバンドはは10MHz10MHz幅の制幅の制

約がある約がある
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地域地域WiMAXWiMAX推進協議会推進協議会 技術部会技術部会

•• 各分科会活動の継続推進各分科会活動の継続推進

– コアネットワーク検討分科会
• 『地域×UQ両用端末』の実現

– IOT推進分科会
• 『地域向け端末』の充実

•• 地域免許の将来議論地域免許の将来議論

–次世代無線の検討（2～3年後を想定）
• WiMAX2
• AXGP（＝TD-LTE）

–新たな周波数の獲得（10MHz⇒20MHz幅）

今後の協議会活動今後の協議会活動

従来路線の延長従来路線の延長

＆＆

地域連携の推進地域連携の推進

同じ同じ2.52.5GHzGHz帯帯BWABWAでで

利用可能な無線方式利用可能な無線方式
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地域地域WiMAXWiMAX推進協議会推進協議会 技術部会技術部会

ご清聴ありがとうございました！ご清聴ありがとうございました！
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MEMOMEMO


